
































































































心に話を広げた。α arental Bonding lnstrument
(PBI):成田他(1998)が開発 した両親の養育行動
尺度である。
分析手順 逐語記録を基に分析を行った。①食
事の内容や雰囲気(女子大学生),離乳食や普通食
(母親)などいくつかの質問項目に分け,各項目に
該当する一文や会話を一人ずつ抜出し分類した。
②親子で同じ内容の事例について比較した。
結果と考察
過去の食事経験と現在の食生活の特徴 過去か
らの家庭での食事経験について,ED傾向高群と
他3群とで違いがみられた。ED傾向高群では,
「夫婦仲が悪かつた」ことが多く語られ,食事内
容においては,「惣菜がパックのまま並んでいた」
ことや 「祖母の料理ばかりだつた」ことが語られ
た。このように高群は,母親の手料理を食べたり,
美味しいと感じながら食事をしていた経験が少な
く,過去の食事の経験を辛い思い出として語る人
が多かった。他3群では,母親の料理が美味しかっ
たことや家族仲が良好であつたことが語られ,過
去の食事経験も食べることについても肯定的に捉
えていた。これらのことから,子どもにとつて母
親の手料理は大きな意味をもつているが,食事の
内容よりもその食事を共にする家族関係が重要で
あることが示唆された。さらに,食事内容や家族
関係を子どもがどのように感じ,提えているかと
いった食事経験がその後の食生活や現在のED傾
過去の食事経験と女子大学生の摂食障害傾向との関連 徳永惇子
向に関連していることが推測された。
子どもの乳児期からの食事と母親の経験 母乳
を飲ませていた時期について母親からは,「幸せ
だった,愛おしいと感じていたJことが語られた
が,ED傾向高群の母親は「大変だった,適当だつ
た」と語つていた。また,傾向群の母親は,「泣
く度に与えていたら与えるだけ食べるようになっ
てしまった」と語り,乳児期からの食事とその後
の子どもの食行動は決して無関係ではない, とい
うことが示唆された。さらに,乳児期の密接な母
子関係において,食事のあげ方だけでなく食を通
した言葉や表情でのやり取りが重要であり,それ
らが,子どもに何らかの影響を与えていると思わ
れる。そして,このような乳児期からの母子関係
を中心とした食事経験の積み重ねが,現在の食生
活や食行動に関連していることが推沢1された。
総合考察
第 I研究では,ED傾向の実態とダイエットの
特徴について検討し,健康のためとされていたダ
イエットであっても,程度や頻度の違いにより
ED傾向を高める可能′性があることが推測された。
さらに,“痩せ"と共に “肥満"も問題視されて
いる現代では,激しいダイエットと,健康のため
の食事療法に近いダイエットの形態に大きな違い
は見られなくなっており,健康のためのダイエッ
トでもEDに陥る可能性が示唆された。
第Ⅱ研究では,乳児期からの食事とED傾向と
の関連について検討し,食事を共にする家族関係
や夫婦関係を,子どもがどのように感じていたか
ということが重要であり,これらの食事経験が青
年期以降のED傾向に影響を与えることが示唆さ
れた。さらに,乳児期からの母子関係を中心とし
た食事経験の積み重ねは,子どもの心身の成長に
影響を与え,食生活や食行動に何らかの形で影響
を与えていることが推沢1された。
本研究の臨床心理学的意義について,第I研究
で,EDと関連し得るダイエット形態を予沢1した
ことで,食べ方やダイエットの仕方からED発症
を予汲1し,早期予防につながると思われる。さら
に,第Ⅱ研究での間き取り調査によつてEDにつ
ながり得る乳児期からの食事状況について検討し
たことで,家庭での食事環境からED発症の予沢1
を可能とし,早い段階での予防や支援につなげら
れると思われる。
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